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衆
議
院
議
員
東
門
美
津
子
君
提
出
中
城
湾
港
泡
瀬
地
区
開
発
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
中
城
湾
港
事
業
計
画
策
定
時
に
お
け
る
港
湾
の
需
要
予
測
」
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十

八
号
）
に
基
づ
く
中
城
湾
港
港
湾
計
画
の
策
定
時
（
平
成
二
年
）
に
お
け
る
中
城
湾
港
の
目
標
年
次
（
お
お
む
ね
平
成
十
二

年
）
の
取
扱
貨
物
量
等
の
予
測
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
予
測
値
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る
平
成
十
二
年
の
実

績
値
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

取
扱
貨
物
量
（
中
城
湾
港
新
港
地
区
（
以
下
「
新
港
地
区
」
と
い
う
。
）
取
扱
貨
物
量
の
う
ち
、
供
用
開
始
さ
れ
て
い
な

い
�
、
�
期
地
区
の
施
設
の
取
扱
貨
物
の
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
予
測
値
（
約
八
百
七
十
万
ト
ン
）
と
最
新
の
実
績

値
（
六
百
十
五
万
ト
ン
）
に
か
い
離
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
予
測
値
の
太
宗
（
約
七
百
四
十
万
ト
ン
）
を
占
め

る
専
用
貨
物
（
石
油
精
製
基
地
等
に
隣
接
す
る
専
用
岸
壁
で
取
り
扱
わ
れ
る
原
油
、
石
油
製
品
等
）
の
取
扱
量
が
、
平
成
六

年
に
は
予
測
値
よ
り
も
多
い
約
八
百
三
十
九
万
ト
ン
の
実
績
が
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
の
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
石
油
精

製
業
の
台
頭
等
に
よ
る
出
荷
量
の
低
下
等
に
よ
り
、
実
績
が
約
五
百
万
ト
ン
に
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

一



�
に
つ
い
て

新
港
地
区
は
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
に
基
づ
く
沖
縄
振
興
開
発
計
画

（
第
二
次
計
画
昭
和
五
十
七
年
、
第
三
次
計
画
平
成
四
年
）
に
よ
り
整
備
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
同
計
画
を
踏
ま
え

て
策
定
さ
れ
た
中
城
湾
港
港
湾
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
、
国
に
お
い
て
水
深
十
一
メ
ー
ト
ル
岸
壁
一
バ
ー
ス
、
沖
縄
県
に
お

い
て
水
深
七
・
五
メ
ー
ト
ル
岸
壁
六
バ
ー
ス
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
航
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は
、
水
深
が
比
較
的
浅
い
新
港
地
区
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
岸
壁
を
地
元
の
要
請
に
こ
た
え

早
期
に
供
用
開
始
す
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

中
城
湾
港
泡
瀬
地
区
（
以
下
「
泡
瀬
地
区
」
と
い
う
。
）
の
開
発
計
画
は
、
沖
縄
市
が
策
定
し
た
沖
縄
市
新
総
合
計
画

（
昭
和
六
十
二
年
）
及
び
沖
縄
県
が
策
定
し
た
国
際
都
市
形
成
基
本
計
画
（
平
成
九
年
）
に
基
づ
き
、
沖
縄
市
が
沖
縄
県
と

と
も
に
海
に
開
か
れ
た
国
際
交
流
拠
点
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
地
元
の
要
請
に
こ
た
え
泡
瀬
地
区
に
隣
接

す
る
新
港
地
区
の
港
湾
整
備
に
伴
い
発
生
す
る
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
を
埋
立
用
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

二



新
港
地
区
の
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
を
泡
瀬
地
区
の
埋
立
用
材
と
し
て
活
用
し
な
い
場
合
は
、
所
要
の
土
砂
を
よ
り
遠
方
か
ら

搬
入
す
る
必
要
が
生
ず
る
た
め
、
泡
瀬
地
区
の
埋
立
事
業
に
要
す
る
費
用
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
埋
立
事
業
の
着
工
予
定
日
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
末
に
開
催
予
定
の
陸
域
や
海
域
の
環
境
に
つ
い
て
専
門
的

知
見
を
有
す
る
者
等
か
ら
な
る
中
城
湾
港
泡
瀬
地
区
環
境
監
視
・
検
討
委
員
会
（
以
下
「
環
境
監
視
・
検
討
委
員
会
」
と
い

う
。
）
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
干
潟
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
目
的
と
し
た
調
査
が
何
を
指
す
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
環
境
省
（
当
時
の
環
境

庁
）
が
第
四
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
（
平
成
元
年
）
に
よ
り
全
国
の
干
潟
の
面
積
等
に
つ
い
て
把
握
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

泡
瀬
干
潟
は
、
沖
縄
本
島
の
中
で
も
有
数
の
規
模
の
干
潟
で
あ
り
、
ま
た
、
同
省
が
実
施
し
て
い
る
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
個
体

数
変
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
泡
瀬
干
潟
で
は
、
平
成
十
二
年
度
冬
季
で
ム
ナ
グ
ロ
な
ど
千
羽
を
超
す
シ

ギ
・
チ
ド
リ
類
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
の
全
国
で
も
主
要
な
渡
来
地
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

三



泡
瀬
干
潟
の
今
後
の
保
全
対
策
に
関
し
て
は
、
環
境
監
視
・
検
討
委
員
会
の
指
導
及
び
助
言
を
得
な
が
ら
、
シ
ギ
・
チ
ド

リ
類
の
大
半
が
飛
来
す
る
水
路
及
び
埋
立
地
周
辺
に
残
さ
れ
る
干
潟
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
や
む
を
得
ず
消
失
す
る

干
潟
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
人
工
干
潟
を
整
備
す
る
等
に
よ
り
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

�
に
つ
い
て

環
境
省
に
お
い
て
は
、
沖
縄
本
島
を
含
め
全
国
に
お
け
る
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
等
渡
り
鳥
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
重
要
な
渡
来
地
の
選
定
等
を
通
じ
て
、
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
特
に
、
渡
り
鳥
の
沖
縄
本
島
に
お
け
る
重
要
な
渡
来
地
で
あ
る
漫
湖
及
び
屋
我
地
に
つ
い
て
は
、
国
設
鳥
獣
保
護

区
を
設
定
し
、
湿
地
保
全
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
漫
湖
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
一

月
に
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」
（
昭
和
五
十
五
年
条
約
第
二
十
八
号
。
以
下

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
指
定
し
、
同
年
五
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
定
め
る
登
録
簿
に
掲
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
（
以
下
「
豪
州
」
と
い
う
。
）
は
、
第
七
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ

四



た
勧
告
七
。
三
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
渡
り
性
水
鳥
保
全
に
関
す
る
多
国
間
協
力
」
を
我
が
国
と
共
同
で
提
案
す

る
な
ど
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
渡
り
鳥
の
保
護
に
つ
い
て
、
我
が
国
と
連
携
を
図
り
つ
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

泡
瀬
干
潟
の
保
全
に
つ
い
て
、
豪
州
の
ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ル
環
境
遺
産
大
臣
が
我
が
国
の
川
口
順
子
環
境
大
臣
あ
て
に
書
簡

を
送
付
し
た
こ
と
は
、
同
干
潟
を
越
冬
地
と
し
て
豪
州
へ
飛
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
へ
の
高
い
熱
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

我
が
国
と
豪
州
が
主
導
し
て
策
定
し
た
渡
り
鳥
保
護
の
た
め
の
国
際
協
力
の
枠
組
み
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
渡
り

性
水
鳥
保
全
戦
略
（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
五
年
）
」
の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
省
に
お
い
て
は
、
同
戦
略
の
下
で
作
ら
れ
た

シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
ツ
ル
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
の
重
要
生
息
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
湿
地
の
存
在
す
る
地
方
自
治
体
の
参

加
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
渡
り
鳥
の
生
息
状
況
に
係
る
調
査
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
、
湿
地
保
全
の
た
め
の
普
及
啓
発

及
び
関
係
す
る
国
の
行
政
機
関
等
と
の
情
報
交
換
を
進
め
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

五



内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局（
以
下
「
沖
縄
総
合
事
務
局
」
と
い
う
。
）で
は
、
沖
縄
に
お
け
る
熱
帯
性
海
草
に
つ
い
て
専
門

的
な
知
見
を
有
し
、
そ
の
移
植
に
つ
い
て
指
導
実
績
を
有
す
る
者
の
指
導
及
び
助
言
を
得
て
、
平
成
十
年
七
月
か
ら
、
泡
瀬

地
区
の
埋
立
予
定
地
に
生
育
す
る
海
草
類
の
移
植
実
験
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
移
植
か
ら
約
三
年
が
経

過
し
た
が
、
移
植
し
た
海
草
類
の
株
は
順
調
に
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

��
に
つ
い
て

中
城
湾
港
泡
瀬
地
区
公
有
水
面
埋
立
事
業
の
事
業
者
で
あ
る
沖
縄
総
合
事
務
局
が
、
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
海
草
類
の
移

植
実
験
の
結
果
に
お
い
て
、
移
植
し
た
株
が
順
調
に
生
育
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
移
植
は
可
能
と
判
断
し
た
も
の
で
あ

る
。

��
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
平
成
十
二
年
二
月
か
ら
、
泡
瀬
地
区
か
ら
中
城
湾
港
勝
連
地
区
及
び
金
武
湾
港
屋
慶
名
地
区
（
以

下
「
屋
慶
名
地
区
」
と
い
う
。
）
へ
の
ク
ビ
レ
ミ
ド
ロ
の
移
植
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
約
一
年
後
に
屋
慶
名
地
区
に
お
い
て

藻
体
が
出
現
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ク
ビ
レ
ミ
ド
ロ
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
環
境
監
視
・
検
討
委
員
会
の
指

導
及
び
助
言
を
得
な
が
ら
、引
き
続
き
移
植
実
験
を
通
じ
て
移
植
技
術
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六



ま
た
、
泡
瀬
地
区
の
埋
立
て
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

七



八


